
N
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
Ｉ
こ
ミ
ー
に
現
れ
る

ル
ー
ム
の
諸
都
市

井
　
谷
　
鋼
　
造

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
稿
で
そ
の
一
部
を
選
訳
、
紹
介
す
る
の
は
ヒ
ジ
ラ
暦
七
四
〇

年
（
西
暦
一
三
四
○
年
）
に
完
成
し
た
　
Ｈ
ａ
ｍ
ｄ
　
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｈ

Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
w
ｆ
ｉ
　
Ｑ
ａ
ｚ
w
ｉ
ｎ
ｉ
　
の
著
作
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
　
ａ
ｌ
心
ミ
ー
（
『
心

魂
の
歓
喜
』
）
で
あ
る
。
著
者
ハ
ム
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
カ
ズ
ヴ
ィ
ー

ニ
ー
は
そ
の
ニ
ス
バ
の
と
お
り
イ
ラ
ン
の
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
の
出
身

で
、
当
時
西
ア
ジ
ア
を
支
配
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
政
権
イ
ル
ハ

ン
国
の
財
務
官
僚
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
こ
こ
で

紹
介
す
る
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ｑ
ｕ
ｌ
ｕ
ｂ
の
他
に
り
斗
ぶ
や
－
Ｑ
箆
遭
Ｑ
（
『
選

史
』
）
と
名
付
け
ら
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
散
文
史
書
（
一
三
三
〇
年

完
成
）
及
び
、
卜
ふ
こ
凛
諮
９
（
『
勝
利
書
』
）
の
名
を
持
つ
七

万
五
千
バ
イ
ト
の
ペ
ル
シ
ア
語
押
韻
史
詩
（
一
三
三
五
年
完
成
）

の
作
者
で
も
あ
っ
た
。

　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ｑ
ミ
ー
は
こ
れ
ら
二
つ
の
史
書
、
史
詩
と
は
異
な

り
、
全
体
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
宇
宙
誌
の
体
裁
を
取
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
球
、
天
体
や
大
地
を
構
成
す
る
諸
要
素
の

創
造
、
居
住
可
能
空
間
に
つ
い
て
述
べ
た
序
言
に
続
い
て
、
第
一

話
（
動
植
鉱
三
界
の
創
成
に
つ
い
て
）
、
第
二
話
（
人
間
の
肉
体

の
諸
器
官
と
そ
れ
ら
の
機
能
に
つ
い
て
）
、
第
三
話
（
地
理
誌
）

の
四
部
か
ら
成
り
、
各
話
は
更
に
三
部
以
上
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
序
言
に
は
著
者
ハ
ム
ド
ウ
ご
フ
ー
が
著
作
に
当
た
っ

て
参
照
し
た
二
二
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
有
名
な
ビ
ー
ル

　
　
　
　
ー

ー
ニ
ー
の
μ
弥
智
ミ
’
』
忿
べ
罵
や
イ
ブ
ン
ー
フ
ル
ダ
ー
ズ
ビ
フ
の

ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｓ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
ｗ
-
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
、
イ
ブ
ヌ
ル
ー
バ
ル
ヒ
ー
の

Ｆ
ａ
ｒ
ｓ
-
Ｎ
ａ
ｍ
ａ
、
ナ
ス
ィ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の

Ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ｕ
ｑ
-
Ｎ
ａ
ｍ
ａ
-
ｙ
ｉ
　
Ｉ
ｌ
ｋ
ｈ
ａ
ｍ
等
は
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
著
述
の
重
要
な
情

報
源
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
本
文
を
構
成
す
る
三
話
の
う
ち
最
も
有
名
で

且
つ
西
ア
ジ
ア
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
部
分
は
第
三
話
地

理
誌
で
あ
る
。
こ
の
第
三
話
は
本
文
四
部
と
終
章
に
分
か
た
れ
、

そ
の
第
二
部
Ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ヨ
m
　
地
誌
は
更
に
ヨ
ａ
ｔ
l
a
'
｡
　
m
a
ｑ
ｓ
ａ
ｄ
｡

ｍ
ａ
ｋ
ｈ
ｌ
ａ
ｓ
に
三
区
分
さ
れ
、
最
後
に
ヨ
后
ｓ
乱
が
イ
ラ
ー
ク
ー

ア
ラ
ブ
か
ら
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
至
る
二
〇
章
か
ら
な
る
地
方
別
に
細

分
さ
れ
て
い
る
。
イ
ー
ラ
ー
ン
ザ
ミ
ー
ン
と
は
当
時
の
イ
ル
ハ
ン
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国
支
配
領
域
を
指
し
、
西
端
は
ル
ー
ム
、
北
は
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
と

グ
シ
タ
ー
ス
ピ
ー
、
南
は
イ
ラ
ー
ク
ー
ア
ラ
ブ
か
ら
マ
ク
ラ
ー
ン
、

東
は
ホ
ラ
サ
ー
ン
に
至
る
諸
地
域
に
囲
ま
れ
た
「
イ
ラ
ン
地
」
の

こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
一
部
を
選
訳
す
る
ル
ー
ム
地
方
は
セ
ル
ジ

ュ
ク
朝
時
代
（
西
暦
一
一
世
紀
後
半
）
に
な
っ
て
初
め
て
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
に
加
え
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、
西
暦
九
Ｉ
一
〇
世
紀
盛

ん
に
著
わ
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
の
地
理
書
群
に
も
ま
と
ま
っ
た
地
誌
的

情
報
が
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
ル
ー
ム
に

関
す
る
記
録
は
ペ
ル
シ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
校
訂
者
（
ｊ
ｕ
ｖ
　
Ｌ
ｅ

ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
が
テ
ク
ス
ト
を
解
説
し
た
緒
言
で
述
べ
て
い
る
如
く
、

モ
ン
ゴ
ル
人
支
配
時
代
の
ル
ー
ム
に
つ
い
て
の
比
類
な
い
貴
重
な

史
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
　
ａ
ｔ
･
の
ル
ー
ム
に
関
す
る
記
述
は
ヨ
ａ
ｑ
ｓ
乱
‐
の
第
七
章

を
成
し
、
そ
こ
に
は
ル
ー
ム
地
方
の
概
観
を
述
べ
た
序
文
の
あ
と

ス
ィ
ヴ
ァ
ス
ヨ
だ
回
以
下
五
一
箇
所
の
都
市
名
が
原
則
と
し
て

ア
ラ
ブ
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ト
順
に
出
さ
れ
、
各
々
に
つ
い
て
短

い
も
の
で
一
行
、
最
長
一
七
行
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
五
一
箇
所
の
地
名
の
う
ち
、
他
史
料
に
も
現
れ
て
少

く
と
も
地
名
の
読
み
の
確
実
な
も
の
（
正
確
な
位
置
不
詳
な
も
の

を
含
む
）
三
九
箇
所
を
選
訳
す
る
。
残
り
の
二
一
箇
所
の
地
名
は

読
み
方
が
不
明
の
上
、
説
明
文
も
短
く
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の

位
置
を
確
定
し
ぇ
な
い
。

　
翻
訳
に
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、

Ｈ
ａ
ｍ
ｄ
　
Ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｈ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
w
ｆ
ｉ
　
Ｑ
ａ
ｚ
ｗ
m
i
｡
　
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｂ
-
ｉ
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ

心
ミ
ｕ
ｂ
｡
　
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
乱
ｌ
ａ
　
ａ
ｉ
-
Ｔ
ｈ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
ａ
｡
　
Ｕ
.
　
Ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
（
ｅ
ｄ
.
)
｡

ｊ
Ｌ
ｅ
ｙ
ｄ
ｅ
ｎ
　
＆
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
｡
　
１
９
１
５
.
　
ｐ
ｐ
.
９
４
-
１
０
０
ｒ
2

を
底
本
と
し
、
一
部
は
同
書
の
Ｊ
Ｋ
昌
田
目
白
乱
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
-
ｓ
ｉ
ｙ
ａ
ｑ
ｉ
　

校
訂
ち
(
T
i
可
ａ
ｎ
｡
　
１
３
３
６
　
Ｋ
ｈ
.
　
　
ｓ
.
　
１
０
Ｔ
↑
詰
）
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
か
ら
の
選
訳

　
△
第
七
章
一
ル
ー
ム
地
方
の
諸
地
域
に
つ
い
て
▽

　
そ
こ
に
は
約
六
〇
の
町
か
お
る
。
寒
帯
（
結
心
隋
こ
で
あ
る
。

往
古
の
学
者
達
は
そ
こ
を
ヨ
ａ
ｆ
ｓ
ａ
ｑ
ａ

ａ
ｌ
-
回
ａ
ｄ
　
（
「
諸
地
方

の
売
春
宿
」
）
と
呼
び
、
預
言
者
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
こ
れ
を
証
明

す
る
。
預
言
者
－
彼
の
上
に
平
安
あ
れ
Ｉ
は
「
罪
な
き
者
は
ル
ー

ム
に
入
ら
ず
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
M
a
ｓ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
a
l
-
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ

に
は
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。
学
者
達
は
「
ル
ー
ム
人
た
ち
は

Ｂ
ａ
ｙ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ｍ
ｕ
ｑ
ａ
ｄ
ｄ
ａ
ｓ
を
破
壊
し
、
そ
こ
か
ら
捕
虜
　
（
ご
気
息

を
連
行
し
た
の
で
、
至
高
の
神
は
彼
ら
に
怒
り
、
そ
こ
（
Ｈ
ル
ー

ム
）
か
ら
捕
虜
を
連
行
す
る
こ
と
を
慣
わ
し
と
さ
れ
た
。
そ
の
時

以
来
ル
ー
ム
か
ら
他
地
方
へ
捕
虜
が
連
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

正
し
く
一
日
も
な
い
」
と
。
本
書
の
１
　
者
（
Ｈ
ハ
ム
ド
ゥ
フ
フ
ー
）
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は
次
の
如
く
言
う
。
今
此
時
捕
虜
が
イ
ー
ラ
ー
ン
か
ら
ル
ー
ム
へ

連
行
さ
れ
る
の
は
我
々
の
邪
悪
な
生
活
の
故
で
あ
る
と
。
輝
け
る

言
葉
（
Ｈ
ク
ル
ア
ー
ン
）
は
こ
の
事
を
証
言
す
る
。
至
高
な
る
神

の
言
葉
は
「
ま
た
我
々
は
そ
の
民
が
悪
を
行
な
わ
な
い
限
り
、
町

や
村
を
滅
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
」
（
第
二
八
章
五
九
節
末
尾
）
で
あ
る
。

我
々
は
ア
ッ
ラ
ー
に
そ
の
怒
り
か
ら
の
保
護
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
ル
ー
ム
の
国
土
の
境
界
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
、
ア
ル
マ
ン
（
Ｈ

ア
ル
メ
ニ
ア
）
、
ス
ィ
ー
ス
（
‐
小
ア
ル
メ
ニ
ア
）
、
ジ
ャ
ー
ム

の
諸
地
方
と
ル
ー
ム
海
に
接
す
る
。
そ
こ
の
徴
税
額
(
ｈ
ｕ
ｑ
ｕ
ｑ
-
ｉ

ｄ
ｉ
ｗ
ａ
ｎ
ｉ
）
は
帳
簿
上
は
今
此
時
三
三
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
呂
で
あ
る
。

セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
時
代
に
は
今
時
の
一
五
〇
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
以
上

で
あ
っ
た
。
現
在
は
ス
ィ
ヴ
ァ
ス
の
町
が
そ
こ
の
最
大
の
都
市
で

あ
る
。

一
、
ス
ィ
ヴ
丿
こ
守
回
　
第
五
気
候
帯
（
ミ
ー
「
に
属
し
、
経

度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
一
度
三
二
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
九
度

二
〇
分
。
城
壁
に
破
損
が
生
じ
て
い
た
順
で
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
の
ス

ル
タ
ー
ン
ド
呵
巴
ら
５
　
Ｋ
ａ
ｙ
ｑ
ｕ
ｂ
ａ
ｄ
が
加
工
し
た
石
で
そ
の

城
壁
を
改
修
さ
せ
た
。
そ
こ
の
気
候
は
寒
冷
で
、
産
物
は
穀
物
、

果
実
、
綿
で
あ
る
。
ス
ィ
ヴ
ァ
ス
産
の
羊
毛
粗
布
（
ｔ
Ｓ
は
有
名

で
あ
る
。

二
、
エ
ル
ビ
ス
タ
ン
Ａ
ｂ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
第
五
気
候
帯
に
属
す
る
中
位

の
町
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
剛

三
、
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｒ
Ｈ
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り

七
三
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
八
度
。
気
候
は
寒
冷
な
方
で
、
産

物
は
穀
物
、
果
実
、
綿
で
あ
る
。

四
、
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ｙ
ａ
三
ａ
ｎ
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経

度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
四
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
九
度
。
セ
ル

ジ
ュ
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
カ
イ
ク
バ

ー
ド
が
そ
の
城
壁
を
再
建
し
、
加
工
し
た
石
で
改
修
さ
せ
た
。
気

候
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
ト
河
（
Ｈ
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
）

が
町
の
外
を
流
れ
て
い
る
。
産
物
は
穀
物
、
果
実
、
綿
、
葡
萄
で

い
ず
れ
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
三
三
ト
ウ
ー
マ
ー
ン
ニ

五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
気
。

五
、
エ
ル
ズ
ル
ム
Ａ
ｒ
ｚ
ａ
ｎ
　
a
l
-
Ｒ
ｕ
m
　
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経

度
は
永
遠
諸
島
よ
り
七
六
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
九
度
四
〇
分

こ
こ
に
は
こ
の
地
方
（
‐
ル
ー
ム
）
に
お
い
て
こ
れ
以
上
高
い
建

物
が
な
い
程
の
壮
大
な
教
会
（
訂
ヽ
政
罵
）
　
が
あ
り
、
そ
の
内
に

縦
横
五
〇
ガ
ズ
の
高
い
ド
ー
ム
が
あ
る
。
預
言
者
－
彼
の
上
に
平

安
あ
れ
Ｉ
誕
生
の
夜
そ
の
ド
ー
ム
の
ア
ー
チ
の
う
ち
幾
つ
か
が
落

下
し
、
ど
ん
な
に
元
に
戻
そ
う
と
し
て
も
成
功
せ
ず
落
下
し
て
来

る
。
そ
の
教
会
の
向
か
い
に
は
Ｋ
ａ
'
ｂ
ａ
の
形
を
し
た
Ｉ
マ
ス
ジ

ド
か
お
り
、
そ
の
縦
横
と
も
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
カ
ア
バ
に
似
せ
て

　
一４
（
ぴ

　
一



築
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
カ
ア
バ
の
見
本
(
ｎ
ａ
ｍ
ｕ
ｄ
ａ
ｒ
)
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
そ
の
徴
税
額
は
二
二
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

六
、
エ
ル
メ
ナ
ク
ｙ
ａ
日
目
難
か
つ
て
は
大
き
な
町
で
あ
っ
た
が
、

今
時
は
小
市
（
１
１
ご
）
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
七
〇
〇
〇
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

七
、
ア
ク
サ
ラ
イ
Ａ
ｑ
ｓ
ａ
ｒ
ａ
第
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠

諸
島
よ
り
六
八
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
八
遮
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝

の
'
Ｉ
ｚ
ｚ
　
ａ
ｌ
-
Ｄ
ｉ
ｎ
　
Ｑ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
　
Ａ
ｒ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
　
ｂ
.
Ｍ
ａ
ｓ
'
ｕ
ｄ
　
"
％
五
六
六
（
‐
西

暦
一
一
七
〇
／
一
）
年
に
築
い
た
。
と
て
も
良
い
場
所
で
あ
っ
た
。

産
物
は
穀
物
、
果
実
、
葡
萄
で
い
ず
れ
も
豊
富
、
良
質
で
あ
る
。

そ
の
徴
税
額
は
五
一
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

八
、
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ル
Ａ
ｑ
ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｒ
　
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
の
方
は
そ

こ
（
‐
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
）
か
ら
七
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
の
所
に
あ

り
、
コ
ニ
ヤ
の
方
は
三
日
行
程
の
所
に
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

三
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
仙

九
、
ア
マ
ス
ィ
ヤ
Ａ
ｍ
ａ
ｓ
ｌ
ｙ
ａ
　
■
大
き
な
町
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ジ
ュ

ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
カ
イ
ク
バ
ー
ド

が
こ
こ
を
再
建
し
た
。
産
物
は
種
々
の
穀
物
で
あ
り
、
気
候
は
良

く
、
清
潔
で
あ
る
。

一
〇
、
ア
ン
タ
キ
ヤ
Ａ
ｎ
茄
ｋ
ｉ
ｙ
ａ
％
位
の
町
で
ヽ
第
四
気
候
帯
に

属
し
、
気
候
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。

一
べ
Ａ
Ｗ
Ｎ
Ｙ
Ｋ
　
一
山
上
の
城
塞
で
あ
り
、
城
塞
の
麓
に
水
を

給
す
る
一
つ
の
町
が
あ
K
8
＾
　
　
　
　
　
Ｈ
ａ
ｊ
ｊ
ｉ
　
　
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｙ
　
　
　
Ｓ
ｕ
ｔ
ａ
ｙ
　
の
迂

Ｓ
ｈ
ａ
ｙ
ｋ
ｈ
　
　
Ｈ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
　
が
築
き
、
チ
ュ
バ
ン
家
の
Ｓ
ｈ
ａ
ｙ
ｋ
ｈ
　
Ｈ
ａ
ｓ
ａ
ｎ

が
そ
の
町
を
破
壊
し
た
。
エ
ル
ズ
ル
ム
か
ら
八
フ
″
ル
サ
ン
グ
の

所
に
あ
る
。

こ
Ｉ
、
バ
イ
ブ
ル
ト
Ｂ
ａ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
大
き
な
町
で
あ
っ
た
が
、
今
は
小

さ
な
町
で
、
少
し
園
林
（
ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
)
　
か
お
る
。
そ
の
徴
税
額

些
一
言
一
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

一
三
、
デ
ィ
ヴ
リ
イ
Ｄ
ｉ
w
Ｔ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
中
位
の
町
で
あ
る
。
そ
の
徴
税

額
は
三
〇
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

一
四
、
デ
ヴ
ェ
リ
Ｄ
Ｑ
明
帥
冨
　
中
位
の
町
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額

は
四
〇
三
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

一
五
、
ハ
ル
プ
ト
Ｋ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
大
き
な
町
で
第
四
気
候
帯
に
属

す
る
。
気
候
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
二
Ｉ
五
〇

〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

一
六
、
サ
ム
ス
ン
臣
∃
Ｑ
回
　
ル
ー
ム
海
の
辺
に
あ
る
船
の
着
く

港
。

一
七
、
シ
ム
シ
ャ
ト
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｓ
ｈ
ａ
ｔ
　
第
五
気
候
帯
に
属
し
、
経
度

は
永
遠
諸
島
よ
り
七
二
度
三
五
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
四
〇
度
。

大
き
な
町
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
預
言
者
－
彼
の
上
に
平
安
あ
れ

Ｉ
の
教
友
■
　
Ｓ
ａ
ｆ
ｗ
ａ
ｎ
　
　
　
ｂ
.
　
Ｍ
ｕ
'
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｌ
　
の
墓
廟
が
あ
る
。
こ
の
辺

－95－



に
は
そ
の
実
が
巴
旦
杏
に
似
た
木
か
お
り
、
実
は
皮
ご
と
食
べ
ら

れ
、
蜂
蜜
よ
り
甘
く
、
美
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
の
果
実
で
あ

る
か
は
誰
も
知
ら
な
い
。

一
八
、
ア
ン
カ
ラ
'
A
m
m
ｕ
n
ｙ
駒
第
五
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は

永
遠
諸
島
よ
り
六
六
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
四
三
度
。
地
名
の
発

音
は
Ａ
ｎ
ｇ
ｕ
n
ｙ
ａ
で
あ
る
。
ｆ
ａ
ｒ
m
'
　
ａ
ｌ
-
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
に
よ
れ
ば
ル

ー
ム
の
カ
イ
サ
ル
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
Ｑ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｓ
が
築
い
た
と
さ
れ
、

彼
は
そ
の
地
で
秘
宝
を
発
見
し
、
そ
れ
を
町
の
建
設
に
費
や
し
た

と
い
う
。
そ
の
地
の
徴
税
額
は
七
二
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ

一
九
ヽ
回
廊
巴
≒
第
五
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠
諸
島
よ

り
七
八
度
三
五
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
九
度
四
〇
分
。
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫

町
で
あ
る
。
白
ｕ
ｑ
ａ
ｌ
ｉ
は
そ
の
地
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

Ｍ
ｕ
'
ｊ
ａ
ｍ
　
ａ
ｌ
-
Ｂ
ｕ
ｌ
ｄ
ａ
ｎ
　
に
は
次
の
こ
と
が
出
て
来
る
。
す
な
わ

ち
そ
の
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
Ｉ
唱
乱
）
　
の
教
会
（
吊
忍
の
中
に

一
つ
の
家
か
お
り
、
毎
歳
彼
ら
の
断
食
の
最
後
の
日
曜
日
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽

椋
椙
の
枝
（
卦
阿
智
ヨ
）
の
仇
に
は
一
箇
所
が
開
か
れ
、
そ
こ
か
ら

白
い
上
が
出
て
来
る
。
そ
の
上
は
ｔ
i
ｒ
ｙ
ａ
ｋ
の
如
く
解
毒
作
用
か

お
る
が
、
一
ダ
ー
ン
グ
以
上
服
用
す
る
の
は
よ
く
な
い
。
も
し
そ

う
す
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
。

二
〇
、
カ
ラ
ヒ
サ
ー
ル
Ｑ
ａ
ｒ
ａ
　
Ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
こ
の
名
前
を
も
つ
城
塞
は

幾
つ
か
あ
る
。
カ
イ
セ
リ
か
ら
三
日
行
程
の
カ
ラ
ヒ
サ
ー
ル
は
山

腹
に
あ
り
、
徴
税
額
は
二
五
三
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。
コ

ニ
ヤ
の
境
域
に
・
回
目
四
日
孚
当
の
築
い
た
カ
ラ
ヒ
サ
ー
ル
は
徴

税
額
一
江
ハ
○
○
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。
　
圃
だ
ｙ
∝
ぺ
の
カ
ラ

ヒ
サ
ー
ペ
ぼ
ニ
イ
デ
の
境
域
に
あ
り
、
徴
税
額
は
一
回
ハ
Ｏ
Ｏ
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
。
　
日
日
回
付
帥
　
の
カ
ラ
ヒ
サ
ー
ル
は
エ
ル
ズ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

シ
ャ
ン
の
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ル
の
境
域
に
あ
気
。

二
ベ
カ
ス
タ
モ
ヌ
Ｑ
ａ
ｓ
ｔ
a
m
ｕ
n
i
ｙ
ａ
｡
中
位
の
町
で
あ
る
。
そ
の

徴
税
額
は
一
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

二
二
、
コ
ニ
ヤ
Ｑ
ｕ
ｎ
ｉ
ｙ
ａ
　
第
五
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は
永
遠

諸
島
よ
り
六
五
度
四
五
分
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
四
一
度
。
カ
パ
ド

キ
ヤ
地
方
（
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
-
ｙ
i
　
Ｑ
ａ
ｐ
乱
冒
）
の
大
き
な
町
で
あ
る
。
ス
ル

タ
ー
ン
、
ク
ル
チ
ー
ア
ル
ス
ラ
ン
が
こ
こ
に
加
工
し
た
石
で
城
塞

を
築
き
、
そ
の
城
塞
の
内
に
自
ら
の
居
住
の
為
に
堂
々
た
る
ア
ー

チ
玄
関
（
貧
智
）
を
造
ら
せ
て
い
た
。
コ
ニ
ヤ
の
城
壁
と
城
塞
に

破
損
が
生
じ
た
の
で
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
ア
ラ
ー
ウ

ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
カ
イ
ク
バ
ー
ド
と
彼
の
ア
ミ
ー
ル
達
が
城
壁
を
再

建
し
た
。
加
工
し
た
石
で
濠
の
底
か
ら
造
ら
れ
た
城
壁
は
高
く
聳

え
、
二
〇
ガ
ズ
の
深
さ
の
濠
に
更
に
三
〇
ガ
ズ
の
高
さ
の
城
壁
で

あ
る
。
そ
の
周
囲
は
１
０
０
０
０
歩
を
越
え
る
。
町
中
に
は
高
い

建
物
が
築
か
れ
、
二
一
の
城
門
を
持
ち
、
そ
の
各
々
の
上
に
は
城
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塞
の
形
の
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｋ
'
評
あ
る
・
気
候
は
穏
和
で
ヽ
水
は
山
か
ら
来

る
。
水
の
浄
化
の
た
め
城
門
で
は
水
上
に
堂
々
た
る
ド
ー
ム
が
築

か
れ
、
ド
ー
ム
の
外
側
の
三
〇
〇
余
本
の
管
の
中
を
水
が
流
れ
て

い
る
。
産
物
は
穀
物
と
綿
で
他
の
穀
類
も
多
く
、
良
質
で
あ
る
。

二
方
面
に
園
林
か
お
り
、
一
方
は
平
原
側
に
あ
る
が
、
そ
こ
は
現

在
荒
廃
し
て
い
る
。
も
う
一
方
は
山
側
の
ガ
ヴ
ァ
ラ
｝
｛
ｐ
Ｓ
巴
Ｑ

要
塞
の
麓
に
あ
り
、
そ
こ
は
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
葡
萄
や
種
々

の
果
実
も
穫
れ
る
。
果
実
の
う
ち
で
は
黄
杏
子
が
極
め
て
甘
く
、

果
汁
が
多
い
。
町
は
Ｑ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
戸
と
の
境
界
に
あ
る
の
で
常
時
彼

ら
か
ら
被
害
を
受
け
、
始
終
見
張
り
を
置
い
て
い
る
。
偉
大
な
者

達
の
墓
廟
の
う
ち
こ
こ
に
は
Ｍ
ａ
w
ｌ
ａ
ｎ
ａ
　
Ｊ
ａ
ｌ
　
ａ
ｌ
　
ａ
ｌ
-
D
m
　
ダ
圃
匹
叫

巴
ム
）
回
明
巴
乱
－
彼
の
秘
密
が
清
め
ら
れ
る
よ
う
に
Ｉ
の
墓
か

お
る
。

⊇
二
、
カ
イ
セ
リ
応
ａ
ｙ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｙ
ａ
第
五
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は

永
遠
諸
島
よ
り
六
九
度
、
緯
度
は
赤
道
よ
り
三
九
度
二
〇
分
。

Ａ
ｒ
i
a
ｓ
ｂ
山
の
麓
に
あ
る
。
こ
こ
の
城
塞
の
城
壁
は
セ
ル
ジ
ュ
ク

朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
カ
イ
ク
バ
ー
ド
が
加

工
し
た
石
を
以
て
築
か
せ
た
。
徴
税
額
は
一
四
〇
〇
〇
〇
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
で
あ
る
。
Ｍ
ｕ
'

ｊ
ａ
ｍ
　
ａ
ｌ
-
Ｂ
ｕ
ｌ
ｄ
ａ
ｎ
　
に
は
次
の
よ
う
に
出

て
来
る
。
す
な
わ
ち
賢
人
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
Ｂ
ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｓ
は
カ
イ
サ
ル

の
た
め
に
ラ
ン
プ
一
つ
で
熱
く
な
る
公
衆
浴
場
を
築
い
た
と
。
こ

こ
に
は
信
者
の
長
ア
リ
ー
ー
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
に
名
誉
を
与
え
る
よ

う
に
Ｉ
の
子
Ｍ
ｕ
h
a
m
m
乱
Ｆ
ｎ
ａ
ｎ

ａ
ｉ
ｌｙ
ａ
の
会
合
に
因
ん
だ
場

所
か
お
り
、
人
々
は
そ
こ
を
霊
験
灼
か
な
る
所
と
し
て
大
い
に
有

難
が
っ
て
い
る
。

二
四
ヽ
謡
％
中
位
の
町
で
ヽ
第
五
気
候
帯
に
属
し
ヽ
気
候
は
実

冷
で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
二
二
Ｉ
○
○
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
乙

二
五
、
カ
マ
フ
Ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｋ
ｈ
城
塞
で
あ
り
、
こ
の
城
塞
の
麓
に
小

さ
な
町
か
お
る
。
気
候
は
寒
い
方
で
あ
る
。
数
箇
村
が
こ
こ
に
ぼ

し
、
徴
税
額
は
三
四
四
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

二
六
、
Ｌ
ｕ
'
ｌ
ｕ
'
ｈ
　
小
さ
な
町
で
第
五
気
候
帯
に
属
し
。
気
候
は

寒
い
方
で
あ
る
。
牧
草
地
が
多
く
、
狩
場
は
数
え
切
れ
な
い
程
で

あ
る
。

二
七
、
マ
ラ
ト
ヤ
Ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｙ
ａ
　
示
四
気
候
帯
に
属
し
、
経
度
は

永
遠
諸
島
よ
り
七
一
度
、
緯
度
は
三
九
度
。
こ
こ

　
０
≒
域
に
は
堅

固
な
Ｉ
城
砦
か
お
り
、
タ
ｌ
ｕ
ｄ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
と
呼
ば
れ
≒
ア
ル
マ
ゲ

ス
ト
Ａ
ｌ
ｍ
ａ
ｊ
ｉ
ｓ
ｔ
ｌ
の
著
者
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
回
嘗
m
i
ｙ
ｕ
ｓ
に

縁
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。
か
つ
て
は
非
常
に
大
き
な
町
で
あ
り
、

気
候
は
極
め
て
良
い
。
流
水
か
お
り
、
牧
草
地
が
多
い
。
産
物
は

穀
物
、
綿
、
葡
萄
、
果
実
で
い
ず
れ
も
豊
富
で
’
あ
る
。

二
八
、
ニ
イ
デ
Ｎ
ａ
ｋ
ｉ
ｄ
ａ
　
中
位
の
町
で
第
五
気
候
帯
に
属
す
ろ

そ
の
徴
税
額
は
四
一
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

　
一７９

　
一



二
九
、
ニ
ク
サ
ル
Ｎ
ｉ
ｋ
ｓ
ａ
ｒ
中
位
の
町
で
、
園
林
が
豊
富
、
果
物

が
多
い
。
そ
の
徴
税
額
は
一
八
七
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
〇
、
Ｈ
ｕ
ｓ
ｈ
ｙ
ａ
ｒ
カ
ラ
マ
ン
地
方
に
あ
る
一
城
塞
で
あ
る
。
そ

の
地
方
は
山
岳
、
森
林
地
帯
で
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
城
塞
が
あ

る
。
そ
の
地
方
は
小
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ジ
ャ
ー
ム
、
ル
ー
ム
と
フ
ァ

ラ
ン
グ
の
海
沿
岸
に
隣
接
す
る
。
そ
の
地
の
人
々
は
武
装
し
た
追

剥
で
、
ル
ー
ム
の
人
々
と
常
時
交
戦
し
て
い
る
。
彼
ら
の
頭
目
た

ち
は
セ
ル
ジ
ュ
ク
家
の
血
統
に
つ
な
が
る
。

三
一
、
ウ
ル
グ
ン
Ｙ
Ｌ
Ｑ
Ａ
Ｎ
　
Ｂ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
　
コ
ニ
ヤ
と
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ル

間
の
一
小
市
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
世
界
中
に
比
類
な
い
温
泉
か
お

り
、
そ
の
畔
に
高

7 0
建
物
が
築
か
れ
て
い
る
。

三
二
ヽ
Ｚ
ａ
ｍ
ａ
乱
ｕ
2
中
位
の
町
で
、
そ
の
徴
税
額
は
一
四
六
〇
〇

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
三
、
ク
ル
シ
ェ
ヒ
ル
Ｑ
Ｔ
ｒ
ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｒ
｡
大
き
な
町
で
あ
る
。
町
の
中

に
は
高
い
建
物
が
幾
つ
も
あ
り
、
気
候
は
極
め
て
良
い
。
そ
の
徴

税
額
は
五
七
〇
８
０
０
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
四
ヽ
０
り
毎
5
2
小
さ
な
町
で
ヽ
気
候
は
寒
い
方
で
あ
る
・
そ
の

徴
税
額
は
一
六
五
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
五
ヽ
Ｔ
ｕ
ｚ
　
Ａ
ｇ
ｈ
ａ
ｃ
ｈ
中
位
の
町
で
ヽ
そ
の
徴
税
額
は
一
九
五

〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
認
諾
。

三
六
ヽ
９
菰
ぷ
｛
思
乱
石
　
一
小
市
で
あ
る
が
ヽ
非
常
に
よ
い
所

で
あ
る
。
そ
の
徴
税
額
は
一
六
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
七
、
エ
イ
リ
デ
ィ
ル
Ａ
ｇ
ｒ
i
d
ｕ
ｒ
　
一
小
市
で
、
そ
の
徴
税
額
は

四
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
八
、
コ
チ
ヒ
サ
ー
ル
｡
　
Ｑ
ｕ
ｓ
ｈ
ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
中
位
の
町
で
、
そ
の
徴
税

額
は
二
八
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

三
九
、
ス
ィ
ヴ
リ
ヒ
サ
ー
ル
S
i
w
ｒ
ｉ
ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
中
位
の
町
で
、
そ
の

徴
税
額
は
二
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

㈱

剛
　
ハ
ム
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ニ
ー
の
作
品
に
つ
い
て
は
Ｅ
.
Ｇ
.

　
　
Ｂ
ｒ
ｏ
w
ｎ
ｅ
｡
　
Ａ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
　
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｆ

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ａ
｡
　
Ｖ
ｏ
に
ｎ
｡

　
　
の
ａ
ｍ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
｡
　
（
ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
i
n
ｔ
）
　
１
９
７
６
.
　
ｐ
ｐ
.
　
８
７
よ
０
０
参
照
。

閣
　
こ
の
版
本
か
ら
の
翻
訳
か
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ

　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
-
ａ
ｌ
石
ミ
ｕ
ｂ
.
０
・
Ｆ
叩
ぷ
凛
の
（
ド
）
谷
の
巡
回

　
　
即
ｒ
ｏ
乱
ｏ
Ｉ
冨
冨
で
あ
り
、
ル
ー
ム
に
関
す
る
部
分
は
九
五
Ｉ

　
　
一
〇
ｕ
貝
。

Ｃ
Ｏ
　
　
　
Ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
が
自
ら
の
版
本
の
緒
言
で
述
べ
る
よ
う
に
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ

　
　
は
著
者
ハ
ム
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
在
世
中
に
は
完
全
な
作
品
と
は
な
っ
て

　
　
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
地
名
や
緯
度
・
経
度
に
遺
漏
多
ぐ

　
　
特
に
地
名
は
手
写
本
に
よ
り
多
く
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
存
す
る
場
Ａ
［

　
　
が
少
く
な
い
。

㈲
　
ト
ル
コ
語
で
「
万
」
の
意
味
を
持
つ
Ｉ
ミ
ー
が
ペ
ル
シ
ア
語
に
棄
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入
し
た
も
の
。
「
万
人
隊
」
や
「
（
万
人
隊
を
出
す
べ
き
）
地
域
」

　
　
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
か
、
こ
こ
で
は
「
一
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」

　
　
の
意
味
で
あ
る
。

閤
　
イ
ス
ラ
ー
ム
の
地
理
書
に
現
れ
る
芭
目
の
語
に
つ
い
て
は
竹
田

　
　
新
口
ｑ
ｌ
ｉ
ｍ
.
考
－
べ
ぎ
回
。
を
基
に
Ｉ
」
　
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
二
六

　
　
－
ニ
、
一
九
八
三
、
七
五
Ｉ
九
四
頁
が
参
考
に
な
る
。

㈲
具
体
的
に
は
カ
ナ
リ
ヤ
諸
島
を
さ
し
、
世
界
の
最
西
端
と
考
え
ら
れ
、

　
　
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
地
理
学
の
本
初
子
午
線
が
通
過
す
る
場
所
。

ｍ
　
ル
ー
ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
第
一
一
代
ス
ル
タ
ー
ン
。
在
位
一
二
二
〇

　
　
圭
二
七
年
。

閣
　
Ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
は
そ
の
英
訳
本
の
中
で
こ
の
地
名
を
ア
ン
カ
ラ
と

　
　
考
え
て
い
る
が
、
説
明
の
内
容
か
ら
見
て
ア
ン
カ
ラ
は
む
し
ろ
一
八

　
　
の
A
m
m
ｕ
ｒ
ｉ
ｙ
ａ
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
注
冊
参
照
。

㈲
　
ル
ー
ム
の
全
徴
税
額
三
三
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
の
十
分
の
一
強
を
エ
ル

　
　
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
が
負
担
し
て
い
る
の
は
こ
の
町
と
そ
の
周
辺
か
イ
ル

　
　
ハ
ン
国
の
王
領
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ム
ー
サ
ル

　
　
タ
ナ
ト
よ
り
イ
ル
ハ
ン
国
へ
の
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
割
譲
に
つ
い
て

　
　
は
拙
禍
「
イ
ル
ハ
ン
国
と
ル
ー
ム
」
　
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
二
三
・
二

　
　
四
、
一
九
八
五
、
四
九
頁
参
照
。

㈲
　
ル
ー
ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
第
五
代
ス
ル
タ
ー
ン
。
在
位
｝
一
五
五
Ｉ

　
　
九
二
年
。

囲
　
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ル
と
い
う
名
の
町
は
当
時
ル
ー
ム
に
二
つ
存
在
し
た
。

皿
　
ル
ー
ム
に
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
が
、
西
暦
一

　
　
三
Ｉ
四
世
紀
の
他
史
料
に
現
れ
る
こ
の
地
名
は
す
べ
て
シ
リ
ア
の
ア

　
　
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
を
さ
す
。
こ
の
地
名
は
或
い
は
地
中
岳
吊
の
ア
ン
タ

　
　
リ
ヤ
ｙ
器
ａ
ｌ
ｒ
／
ａ
　
.
に
当
た
る
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。

㈲
　
正
確
な
位
置
は
不
詳
。
、
Ｌ
ｉ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
は
そ
の
英
訳
本
の
中
で
は

　
　
　
「
取
水
所
」
の
意
味
の
函
ぼ
呂
ｇ
Ｓ
目
右
固
有
名
詞
と
し
て
い
る
。

　
　
　
百
元
六
年
七
月
三
一
日
、
そ
の
五
年
戦
役
の
途
中
テ
ィ
ー
ム
ー
ル

　
　
は
こ
の
要
塞
を
降
服
さ
せ
た
が
、
こ
の
包
囲
戦
時
に
要
塞
で
水
が
欠

　
　
乏
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
ｉ
ｚ
a
m
　
ａ
ｌ
-
D
m
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｍ
ｉ
｡

　
　
Ｚ
ａ
ｆ
ａ
ｒ
-
Ｎ
ａ
ｍ
ａ
｡
　
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
ｘ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
（
ｅ
ｄ
.
)
｡
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｈ
ａ
｡
　
１
９
３
７
.
Ｐ
.
１
５
５

　
　
こ
の
記
事
か
ら
も
･
　
ａ
ｂ
ｉ
ｓ
ｈ
ｋ
ｈ
w
ａ
ｒ
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
要
塞

　
　
に
「
水
を
給
す
る
場
」
の
意
味
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
モ
ン
ゴ
ル
の
ス
ル
ド
ゥ
ス
部
出
身
の
有
カ
カ
ア
ミ
ー
ル
、
チ
ュ
バ
ン

　
　
の
孫
で
、
ル
ー
ム
を
支
配
し
た
テ
ィ
ム
ル
ク
シ
の
子
。
一
三
四
三
年

　
　
没
。

i
S
　
　
　
Ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
は
そ
の
英
訳
本
の
中
で
こ
の
町
を
ア
ン
カ
ラ
よ
り

　
　
西
方
の
ｙ
∃
ｏ
Ｚ
§
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
に
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

　
　
が
ア
ン
カ
ラ
に
比
定
し
て
い
る
三
の
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｒ
Ｈ
　
は
そ
の
説
明
の

　
　
記
述
に
拠
る
と
経
度
（
七
三
度
）
か
ら
考
え
て
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

　
　
　
（
七
四
度
）
と
マ
ラ
ト
ヤ
（
七
一
度
）
間
の
溺
万
に
あ
る
こ
と
に
な

　
　
り
、
現
在
の
ア
ン
カ
ラ
か
ら
は
余
り
に
離
れ
す
ぎ
て
い
る
。
一
八
の

　
　
'
A
m
m
ｕ
ｒ
ｉ
ｙ
ａ
は
Ｉ
Ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ｒ
ｉ
ｙ
ａ
一
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
（
百
丁

　
　
四
世
紀
の
史
料
に
現
れ
る
ア
ン
カ
ラ
の
表
記
は
Ａ
ｎ
ｇ
ｕ
n
ｙ
ａ
）
、

　
　
こ
の
町
と
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
関
係
を
示
す
説
明
の
記

　
　
述
、
及
び
緯
度
・
経
度
（
六
六
度
・
四
三
度
）
が
コ
ニ
ヤ
の
北
、
カ

　
　
イ
セ
リ
の
北
西
、
つ
ま
り
現
在
の
ア
ン
カ
ラ
の
位
置
に
合
致
す
る
と

　
　
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
町
こ
そ
ア
ン
カ
ラ
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ン
カ
ラ
、

　
　
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
神
殿
に
つ
い
て
は
　
Ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
｡
　
　
　
　
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｍ

　
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｋ
ｌ
ｏ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ｓ
ｉ
　
（
Ｂ
ｅ
ｓ
i
m
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｋ
ｏ
ｆ
執
筆
）
参
照
。

㈲
　
正
確
な
位
置
不
詳
°
　
　
　
　
　
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
の
第
三
話
ヨ
ａ
Ｋ
ｕ
ｉ
ａ
ｓ
中
で
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Ｑ
ａ
ｌ
ｉ
ｑ
ａ
ｌ
ａ
　
　
　
Ｈ
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
、
ア
ラ
ス
、
ク
ル
三
大
河
の
水
源

　
　
と
な
っ
て
い
る
山
岳
地
帯
と
し
て
現
れ
る
。
Ｌ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
の
版

　
　
本
　
一
九
二
、
二
〇
九
、
二
こ
Ｉ
、
二
一
八
頁
。

㈲
　
白
斤
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
粗
製
の
絨
毯
」
の
意
味
。
仙
戸
は

　
　
Ｑ
ａ
ｌ
ｉ
ｑ
ａ
ｌ
ａ
の
カ
ー
リ
ー
で
あ
ろ
う
か
、
ト
ル
コ
語
で
絨
毯
の
意
味

　
　
の
崖
譜
昔
に
を
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

㈲
　
キ
リ
ス
ト
教
の
復
活
祭
】
週
間
前
の
日
曜
日
。
キ
リ
ス
ト
の
イ
ェ
ル

　
　
サ
レ
ム
入
城
を
迎
え
、
市
民
が
オ
リ
ー
ヴ
の
枝
を
振
り
、
綜
椙
の
葉

　
　
を
道
に
敷
い
た
故
事
に
囚
か
。

㈲
　
イ
ル
ハ
ン
国
時
代
の
テ
リ
ア
カ
に
つ
い
て
は
前
嶋
信
次
「
テ
リ
ア
カ

　
　
考
土
入
化
亦
説
史
上
か
ら
見
た
一
薬
品
の
伝
播
に
つ
い
て
Ｉ
」
　
『
東

　
　
西
物
産
の
交
流
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
二
、
七
八
－
八
一
頁
に

　
　
言
及
か
お
る
。

⑩
　
圃
宅
ｙ
∝
べ
の
読
み
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｓ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
あ

　
　
り
、
一
四
世
紀
末
に
完
成
し
た
史
書
Ｂ
ａ
ｚ
m
　
ｕ
　
Ｒ
ａ
ｚ
m
の
版
本

　
　
で
は
こ
の
表
記
か
採
用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
ア
ク
サ
ラ
ー
イ
ー
を

　
　
校
訂
し
た
ｏ
Ｑ
白
目
日
日
目
は
ぺ
ｐ
ｓ
朗
趾
と
読
ん
で
い
る
。

　
　
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｚ
　
Ｄ
.
　
Ａ
ｒ
ｄ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
　
Ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
ｂ
ａ
ｄ
ｉ
｡
　
Ｂ
ａ
ｚ
m
　
ｕ
　
Ｒ
ａ
ｚ
m
｡

　
　
Ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｂ
日
｡
　
W
Z
i
i
.
ｓ
.
２
７
８
｡
　
Ｍ
ａ
ｈ
ｍ
ｕ
ｄ
　
Ａ
ｑ
ｓ
ａ
ｒ
ａ
'
ｉ
｡

　
　
次
ｕ
ｓ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
と
V
i
ｔ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
　
ｗ
ａ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ａ
ｙ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｋ
ｈ
ｙ
ａ
ｒ
｡

　
　
Ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
｡
　
１
９
４
３
.
　
ｐ
ｐ
.
　
１
０
５
｡
　
１
０
６
.

即
　
現
在
の
シ
ェ
ビ
ン
カ
ラ
ヒ
サ
ー
ル
。

昌
　
現
在
も
コ
ニ
ヤ
に
遺
る
ア
ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
牛
ユ
シ
ク
の
如
き

　
　
堅
囚
な
建
築
物
を
さ
す
。

嶮
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
イ
ブ
ン
ー
ビ
ー
ビ
ー
に
よ
れ
ば
ト
カ
ト
弓
且
麗

　
　
近
傍
の
一
地
域
。
。
｛
回
　
固
ｂ
ｌ
｡
　
　
　
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｂ
　
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｗ
ａ
ｍ
ｉ
ｒ
　
ａ
ｌ

　
　
-
m
a
　
l
ｙ
ａ
　
ｊ
t
　
a
i
-
ｕ
m
ｕ
ｒ
　
ａ
ｔ
-
Ａ
ｌ
ａ
'
t
ｙ
ａ
｡
　
Ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
.
　
　
　
１
９
５
６

　
　
ｐ
ｐ
.
　
６
２
９
｡
６
３
１
.

皺
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
｛
回
目
冨
心
・
富
り
　
拙
稿
「
イ
ル
ハ
ン
国

　
　
と
ル
ー
ム
」
注
屈
参
照
。

圀
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
の
著
者
ハ
ム
ド
ウ
ッ
ラ
ー
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
ー
ク
ラ

　
　
ウ
デ
ィ
オ
ス
の
名
を
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ー
ヤ
城
砦
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ

　
　
ろ
う
。
ア
ブ
ル
ー
フ
ァ
ラ
ジ
（
バ
ル
ー
ヘ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
）
に
よ
れ
ば

　
　
Ｑ
ｕ
ｌ
ｕ
ｄ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
'
城
砦
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
第
二
代
ハ
リ
ー
フ
ア
ー
マ
ン

　
　
ス
ー
ル
時
代
に
建
設
さ
れ
た
。
Ｉ
ｂ
ｎ
　
ａ
ｌ
-
'
Ｉ
ｂ
ｒ
ｉ
.
　
Ｔ
ａ
'
ｎ
ｋ
ｈ
　
Ｍ
ｕ
ｋ
ｈ
-

　
　
ｔ
ａ
ｓ
ａ
ｒ
　
ａ
ｌ
-
Ｄ
ｕ
ｗ
ａ
ｌ
｡
　
Ｂ
ａ
ｙ
ｒ
ｕ
ｔ
｡
　
１
９
５
８
｡
　
ｐ
.
　
１
２
２
.

困
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
カ
ラ
マ
ン
地
方
の
記
事
は
特
に
興
味
深
い
。

圀
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
直
前
の
ル
ー
ム
」
　
『
オ

　
　
リ
エ
ン
ド
』
三
〇
－
一
、
一
九
八
七
、
注
脳
参
照
。

　
　
但
し
『
目
莽
曽
ヨ
鳶
の
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
齢
ヨ
呂
呂
要
塞

　
　
は
カ
イ
セ
リ
東
方
Ｐ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ｂ
ｒ
ｅ
ｎ
北
東
の
Ｋ
ｕ
ｓ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｅ
に
当
た
る
と

　
　
い
う
。
｝
、
ａ
ｂ
ａ
ｎ
ｌ
ｕ
　
Ｐ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ｉ
.
　
Ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｂ
ｕ
ｌ
　
｡
　
１
９
８
５
｡
　
ｓ
.
３
３
-
５
５
｡

蒔
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
イ
ブ
ン
ー
ビ
ー
ビ
ー
の
記
述
か
ら
は
カ
イ
セ
リ

　
　
近
郊
の
町
と
考
え
ら
れ
る
。

固
　
正
確
な
位
置
不
詳
。
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル
ー
ム
」
　
『
東
洋

　
　
史
研
究
』
三
九
Ｉ
二
、
一
九
八
〇
、
注
倒
参
照
。
Ｉ
ｂ
ｎ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｉ
.
'
ｐ
.

　
　
６
１
３
.

剛
位
置
不
詳
。
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